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ガラス温室などの施設の建設には莫大な費用がかかる。従って、施設の利用率を高めるためには、

メロンのような栽持期間の短い作物の周年栽培が有効である。全国各地でメロンを栽培 しているが、

そのほとんどが土耕栽培である。メロンは、他の作物と比べて水耕栽培が非常に難 しく、水耕で栽培

されるのは、全体の 1%程 度に過ぎない。当農場でも、まだメロンの水耕栽培技術は確立されておら

ず、色々な面で不明な点が多い。そこで、ここでは春作メロンの養液栽培において、メロンの品種と

栽培方式の違いが果実重、果実径、糖度、根重などに及ぼす効果を調査 した。なお栽培方式として、

シー トカルチャー(NFT,Nutrient Fllm Technique)とハイポニカ(DFT,Deep Fllm Technique)を用

いた。

材料及び方法

温室メロンアールス系統のセイヌ夏 1号 とナイト夏系 2号 の 2品種を用いた。1994午2月 14日に30

℃の恒温器で24時間催芽させた後、2月 23日に育首槽に移植して育南した。NFT及 び DFT装 置を用

い、苗を40cm間隔に定植した。

液肥の作成には、大塚ハウス 1号 と2号を使用し、使用害」合は 3:2と した。温室内の最高温度を

30℃、最低温度を16℃とし、暖房はボイラーと温風ヒーターの併用で夜間の温度を上げた。養液の温

度を20℃まで Lげるために、養液槽の中にヒーターを入れた。ヒーターを入れる期間は 4月 中旬ぐら

いまでとした。EC濃 度は、1.5～4.0の問とした。 pHは 5.5～6.5の範囲に調整した。根の病気防止

のため、パンソイル乳剤を10万倍の濃度で、 1週 間に 1度ずつ養液に加えた。また、 う どんこ病や立

枯れ病などの病気、オンシツコナジラミ、アブラムシ、アォムシなどの害虫の発生に注意した。

メロンの栽培管理は、次のとおりに行った。すなわち、定植 ;3月 14日、摘芯 ,4月 5日 、開花 ;

4月 10日、摘果 ,4月 18日、ネット始 ;4月 25日、ネット終 ;5月 4日、収穫 ;6月 5日 であった。

栽培期間中、週に 3回 (月、水、金躍日)養液調整を行った。NFT 4つ と DFT 2つ について、まず

EC濃 度とpHと 液面を測定し、養液調整後再びEC濃 度とpHと 液面を測定した。調整後の養液と

次回の調整前の養液の根」定結果から、この間の養液の変化を調べ、メロンの生育状況に伴うこれらの

3Tt移を調べた。

果実の収種は交配後56日日(6月 5日 )に行った。果実重、果実径については各区から無作為に取 り
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出

出

した10個体、糖度については 5個体を用いて調査 した。また、棋垂は各座:から 2ヵ所ずつ根を取 り

し、十分乾媒させた後重曇を計 り、 l n i当た りに換算して示 した。

結果及び考察

1.メ ロンの生育状況

生育状況は、辞iRT3●方式を問わず、栄差生長、生殖生長とも順調であった。茎や美の生長は NFT

よりも DFTの 方がやや充実していた。また花の開花及び果実の生育も順調であった。いず加夕の方式

でも玉太 り及びネットの盛 り上がりが良かったが、品種別ではセイヌよりもナイ トの方が少し良かっ

た。またウドンコ病の発生も例年より少なかった。

央実収確後、根重を調査したところ、品種間には差がなかった(第1図)。方式別では、DFTの 方が

NFTよ り根重は大きかった。DFTの 方がベット幅が狭く養液に棋がつかりやすいので根の生育が良

かったものと思われる。従って、メロンの根の発育には NFTよ りも DFTの 方がよいのではないか

と考えられる。

(g)
120

NF「          NFF          DFr

セイヌ ナイト ナイト

第 1図 水 耕方式及び品種の違いが根垂に及ぼす影響

2.EC濃 度、 pH、 養液吸収量の変化

摘芯まではEC濃 度は比較的安定していた(第2図)。摘芯から開花までに急激にEC濃 度が下が

り、ネット出始めまで低い濃度で推移した。この期間には、植物体の生長や果実の肥大生長に養分を

必要とするものと思われる。ネット出始めから終わりにかけて、EC濃 度は除々に上がっていった。

ネットが終わると樹は養分をあまり必要としなくなり、樹体維持のためにもっぱら水だけを吸うよう

になるものと思われた。

いずれの方式でも、 pHは 4月頃から次第に下 り、NFTで は生育の後期にもpHは 下がったまま

だったのに対し、DFTで は pHの 回復がみられた(第3図)。

定植から2週問ぐらいは、養液の吸収量はあまり変わらなかった。交配を始めると養液の吸収量は

多くなった。玉の伸びが
一時止まる時には、養液の吸収貴もやや少なくなったが、ネットが入り始め

ると急に養液の吸収量が多くなり、ネットが終わると安定した(第4図)。
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第 2図 水 耕方式及び品種の違いが養液のEC濃 度の推移に及ぼす影響
(①～⑤はそれぞれ定植、摘芯、開花、摘果、ネット始、ネット終の時期を示す)
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第 3区|
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水耕方式及び品種の違いが養液の pHの 推移に及ぼす影響

(それぞれの調整時のpHを 0と して、その後の変化を調査した)
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第 4図  水 耕方式及び品種の違いが養液の吸収量の推移に及ぼす影響

(吸収量は30本の個体が 1日に吸収する養液量を示している)

3`果 実品質

① 果 実重

1品種間では、セイヌよりもナイトの方が大きく、ネットの盛り上がり方も
セイヌよりもナイ トの方

が良かった(第5図 )。したがって、セイヌよりもナイトの方が水Allでは作 りやす
い品種であると考え

られる。方式別による果実重の差はなかった。

② 果 実径(縦径、横径)

果実の縦径は、果重から見ても分かるように、セイヌよりもナイ トのほうが上回
っていた(第5

図)。方式別では、NFTも DFTも 変わらないようである。果実の横径も、
セイヌよりもナイ トの方

が_十二|!Jっていた。メロンの形の理想は、メロンの横径の方が縦径よりも若干上回って
いる方が良いの

で、メロンの縦径と横径の差が少ないナイトの方が形の上からは良いと思われる。方式別
による差は

見られなかった。

③ 精  度

糖度については、ナイ トの方がセイヌよりもやや高く、方式別でみると、
NFTよ りもDFTの 方が

0.3～0.6度高かった(第5図)。根の発育状況が糖度に関係しているのではないかと思われ
る。

以上のように、本作におけるメロンの養液栽培では玉太りが良く、ネットがよく揃
い盛 り上がりも

良かった。また、栽培期間が短く、
一般の土耕に比べて 1週間

～10日間早く収穫出来た。それに、潅

水をしなくてよいことや追肥がすぐに効 くことや連作障害がないことなど、多く
の利点があった。ま

た逆に、実の重なり合いが大きかったり、生長が早すぎて'S々しく育
つ傾向があった。品質の面で
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も、糖度が上がりにくいなどの欠点があった。今後、

ぼす効果などを調査するとともに、アールスナイ トよ

Rの 栽培にも取 り組んでいきたいと考えている。

液体微量要素複合肥料が水耕メロンの生育に及

りも風味、食味の上で優れているアールス東海
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第 5図  水 耕方式及び飼i種の違いがメ
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ロンの品質に及ぼす影響

NFTと DFTの 28T・類の水耕装置を用いて 2品種のメロンを栽培し、果実の品質調査を行った。

NFTに ついてセイスとナイ トを比較すると、果笑重はセイヌよりもナイトの方が大きかった。また、

果実径もやや上回った。 しかし、糖度はセイヌの方が少し高かった。ナイ トについて NFTと DFT

を比較すると、果実重でも果実径でも両者の間に差はなかった。根は NFTよ りも DFTの 方がはる

かに重かった。また、糖度も DFTの 方がやや高く、それには根の発育状況が関係していると考えら

れた。従って、メロンの養液栽培においては、DFT方 式によるナイ トが有望であると考えられる。
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Surnrnary

By employing two hydroponic systems(N「 T and DFT),we investigted the fruit quality Of twO

melon(C切 び夕′?をサS777σιO Iッ)cultivars, `Seine′ and FKnight' Under NFT, fruit weight was a little

greater in `Knight' than `Seine' HO、vever, total soluble solids content 、vas siightly higher in the

latter cultivar There were little differences in fruit 、veight and diameter of `Seine' between NFT

and DFT Slightly higher tOtal soluble solids content 、vas noted in the fruit grOwn under DFT

than NFT Root weight per unit area was much greater under DFT The increased roOt mass

may be related to the increase in total soluble solids content of fruit Thus, “Knight'is cOnsidered

as a prorltlising cuttivar under DFT cultures
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